




















































































































































































































ろが，また 2~3 日すぎて先生から電話があり W3 個で
は一寸見ばえがせんのであと 2箇ぐらいほしい』という
ことでしたが校務の都合で、お断りいたしました。菊池先
生は，急拠タクシーをとばして菊池先生独自の採集地に
おもむき，タクシーをそこに待たせたほんの数分間に5
箇採集されたとききました。そのようないきさつで，さ
て先生の秘密の採集地は一体どこであろうかと今なお不
思議に思えてなりません。その後先生にその場所をお聞
きすると先生は『それは秘密だよ，君は一体どこで採集
したのかね』とあとは大笑いのうちに電話をきってしま
ったわけです。したがってとうとう先生の知っているサ
ドマイマイの生息地はわからずじまいとなってしまいま
した。また私の知っている生息地も先生にはお教えしな
いままになっております。
いくら自然保護とはいえ，日頃尊敬申しあげてきた大
先生に対してまでも，自分の探し求めた秘密の生息地を
お教えできないような社会情勢はいつまでつづくのであ
りましょう。いまとなっては，先生の知っているサドマ
イマイの生息地は私の知っている場所と同じであろうと
思っております。なんとなればいまやサドマイマイは
『トキ』と同じく絶滅に近い状態になっております。生
前菊池先生は『サドマイマイを佐渡のトキの二の舞をふ
ませではならな¥"J1と口癖のように言っておられまし
た。したがって，生息地は誰にも諮らないようにして，
さらに増殖させてその分布の拡張を考えなければならな
いと思います。このような菊池先生のサドマイマイに対
す保護の気持は，私共がその遺志をつがなければなりま
せん。心ない人の乱獲や稀少価値のみを考えた収集マニ
アの手にかかって無漸にも絶滅という最悪の事態をまね
かないように心がけてこそ，菊池先生の+ドマイマイ愛
護の精神に報いることになりましょう。
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